
可

観

小

殻

程

官

九

五
五

品書i 申i 喜

i 御i 主草草書御喜
健御候健喜似た先詩書鹿E 候E 侯右製毒旨区剛取名症健室の序常にH陰岡F少F l 

御4 霊張紀事1軍訴事尾園実数早器華線俄音御書留K 

被善事官候様倣霊喜情普抑型書記抑事何か苦i 公小は
返候主仰望健在頃残念事候主z被空依語勢戒有毒様候K K てt子』もし防区もも主jぎ長r 

不読主侯d絡過分2 銀長候事長叉官御霊童の銭外空候手uわけ同は白としドt r ζ 
候線蓋令従立御霊有量請霊程御倹約事宅時俊警聴き岡令

候i 繍E 主院
院オ候d繍fE 保長様下q i 常事量ZHなE 子ミK 

高被毒此総被品5 召宮差除署
喜殊品位御』付主皇耳下候御傷容般御盤集長留i i 笹書音量毒草
霊長i 車挽童緒奮t 事内段霊其i 御仕立跡

候誼候御喜儀上候i 少陀型車治今殿車各寄列盛大κ 年中則
理無御Mi 存費i 祭味場橋大E 御意趣何十登健仕旨九可旺長

仰司f度 flH民l有 咋 JJ¥ 1It 'U1l付宛へ 常年 一

月 E儀もlJ 、 三 、 i咋 1;:: 11: J二 て
十 候附Jllj 先郎 ~F' 、 十い宇l へ 三

E喜K 日 趣 i段ii御被官 候御候m~ 趣の、+逗て 修限、 付i亡 へf人iH E2に 11: tc: 平木下 御候日故}亡E 小;Z守E 

成 EEt在 i性可、内 三 常路i正

害届曲 壬ム士 ィ底、 ー!:E E 吟下 世同 襲入。
召敗 理 六tc:平に て

様夫'till !ft1 方タ 御逢も郎殿 . の 忠、
一 段被花 候下 の修泊 三
I止に て 被仰 、 趣草J理り 郎殿
のは 仰可 俺 可修に 殿 御

者皆川[ :;t;た/l.日米 右之 有可も鉢候下事米硲直 弔従御依救公 ー

也 tEしE重E Z草喜 萱 皇 号号 語2 o Q 1.¥;:ーに に l亡1'1:
事寄 日 付三 十 正候之 は候不l

F行H 、に て郷惣11=': 八 候様救。て 候米成H四l 
へ分随男1<:: fへ吉 川I、 丑年 被仰戸 月 様左 有徳者成 町、 民救

可 I路E合!it御救佐中 寄中 正月 の者可に 住居中 悦陀l 

H申" 1亡 、米 居 廿候下rm は候仕0 は ケ付餓
./Ii1.女 試の 目 、 不の f同

。 註町 に 千 者別 lll[ 及 後候者及

逐味吟可俺割i度 合笠被石 てlJ 三 中よ 度童 申、 警京Z 
桜以のを 下候之 期俄1; 日 淡 郷]I1[ 司行り苦 候者取言1共外 へ

益支llil 陀 中 の 、科候。 ~相iτ度Eb- I1lI 。及t者耳 相石にT へ可は 5者戸、御矯救 塊大!古匹

の タ刊ーも 向路 鍋者 2H巾也R1 迫、志も 米貰t

右可盤在 11:寄1止す伎可一 也 薬型て爺オ 千 百害
干F 候。 問 。 。 、被石
此 ¥い右

• 

可

観

小

説

容

引

九

五
五
三




